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研究成果の概要（和文）：本研究は、動機の低い学習者に配慮したシャドーイング指導法のガイドラインを作成する目
的で行われた。まず、学習開始時の動機が低い学習者の方が、リスニング力向上という観点から、不利であることが確
認できた一方、シャドーイングはリスニング力が低い学習者の方が高い学習者より効果的であることも確認できた。ま
た、動機減退要因の抑制のためにも、シャドーイングは、学習教材の内容を学習した上で行うべきである。指導法のポ
イントとして、一回一回の授業内で個人内進歩を感じさせる工夫が必要であり、また、シャドーイングの意義や、練習
手順に関する理由も繰り返し説明する必要がある。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to provide a teaching guideline for shadowing, considering 
demotivated learners. It first found that lower-motivated learners are at disadvantage in terms of 
listening skill improvement but also found that lower-proficiency learners benefit more from shadowing. 
To reduce further demotivation, learners should study the target materials before practicing shadowing. 
For pedagogical implications, teachers should give learners a chance to actually feel their improvement 
in each lesson, and explain the value of shadowing as well as the theories behind the practice procedure.

研究分野： Applied linguistics

キーワード： Shadowing　Motivation　Listening
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代に英語指導法の一つとして日本に
登場したシャドーイングは、2000 年からの
10年で、急激に広まり、急速にその地位を確
立しつつある。徐々に研究が進み、一般的に
はシャドーイングはリスニング指導法とし
て用いられ、その効果は主に英語力の低い学
習者に現れやすいとされている。 
 一方、2000年からの 10年は、動機減退研
究も加速的に進んだ時期であり、日本は動機
減退研究が最も進んだ国となった。 
 しかしながら、動機が低く、英語能力も低
い学習者が決して少なくない状況の中、スキ
ルの指導法であるシャドーイングと心理的
アプローチである動機減退研究が互いに乗
り入れる姿は見られず、この分野において融
合されることはなかった。 
 学習者の状況を考えると、既にいくつもの
研究により積み重ねられた動機減退研究の
結果をもとに、効果的なシャドーイング法を
用いることによって、英語学習動機が低く英
語が苦手な学習者であっても、英語学習とく
にリスニングへの道が開けるのではないか
と考え、この研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本人英語学習者の動機減
退研究と教室内リスニング実践研究の融合
であり、動機減退学習者に配慮したシャドー
イング指導法の開発と、実践的マニュアルを
作成することである。本研究の意義は、リス
ニング指導法として注目されているシャド
ーイングについて、動機の低い学習者に配慮
した指導法を確立するところにある。その過
程で学習者の自信回復を促進し、リスニング
力向上と動機減退防止を同時に行う事を狙
いとする。 
 
３．研究の方法 
まず、動機要因で重要な要素である「自信」
の側面について、シャドーイング訓練では実
際にどのように働いているかを検証するた
めに、現在のシャドーイング指導法における
学習者の心理作用を質問紙やインタビュー
調査をもとに、質的・量的に分析を行う。そ
れをもとに、従来の指導手順をどのように改
善し、さらに効果的に使用することができる
かを検討する。また、指導のポイントを含ん
だ、指導手順を示すシャドーイングガイドラ
インの作成も行う。 
(1) 平成 24 年度は、リスニングにおける動機
減退理由のひとつとしての「自信」につ
いての情報収集を行い、シャドーイング
を中心としたリスニング指導法における
学習心理に関する情報収集を行った上で、
試験的実験を行う。 
(2) 平成 25 年度は、初年度の情報収集とパイ
ロット研究により整理されたデザインを
もとにして、心理面・効果面・評価面な
どについて、実践研究をもとに、理論と

実践の整合性の検討を行う。 
(3) 平成 26 年度は、初年度の情報収集とパイ
ロット・2 年目の実践研究を総括し、不
足している点を補った上で、理論と実践
の整合性のとれた、「動機減退学習者に配
慮したシャドーイング指導ガイドライ
ン」を作成する。 
４．研究成果 
(1) 平成 24 年度 
まず、シャドーイングを用いた実験を、
大学 2 年生 80 名を対象に行い、リスニ
ング力の伸長を測定し、効果があること
を確認した。そして、実験協力者を動機
別（高いと低い）に分類し、再分析した
結果、動機の高い群のみに効果があった
ことがわかった。本研究のキーワードで
ある「動機」による実験協力者の分類の
データを以下の図に示す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
シャドーイングは一般的に英語能力
の低い学習者に効果的と言われている
が、この図からも分かるように、動機が
低く、さらに英語能力も低い学習者への
効果は、従来の指導手順では薄いという
ことである。逆を言えば、教師が様々な
形で、シャドーイングを開始する際の動
機を高める事が、その後のリスニング力
の伸長に大きな影響を及ぼす可能性が
あるということである。 
また、同じ実験の協力者から、動機の
高低・リスニング力伸長を基準としてイ
ンタビュー対象者を抽出し、自信と動機
とシャドーイングの関連について分析
をした。その結果、仮に最初の段階で自
信や動機が低くとも、シャドーイングを
重ねていく間に徐々にリスニング力が
あがっていき、徐々に心理面にもポジテ
ィブな影響が現れる事も確認された。 
加えて、シャドーイングを行う際は、
必ずしも母語話者の音声を使用するだ
けでなく、非母語話者の音声を使用して



もリスニング力が上がることが確認で
きた。 

(2) 次に、学習内容を先に理解してからシャ
ドーイングを行う場合とシャドーイン
グを先に行い、後に理解をする場合のリ
スニング力の伸びを測った。その結果、
シャドーイングを行う前に内容を理解
した方が、効果があることがわかったこ
とから、特に英語が苦手な学習者や動機
の低い学習者のことを考慮して、認知負
荷の高いシャドーイングを用いる場合
は、学習対象の教材の内容理解をしてか
らシャドーイングに取り組むほうが良
いことが示唆された。 

（平成 25 年度） 
(1) まず、心理面に関しては、大学二年生を
対象に、シャドーイングをしている際の、
「自己モニターとペアモニター」のどち
らが効果的かを検証した。つまり、シャ
ドーイングはその性質上、自らがシャド
ーしている時の自分のパフォーマンスを
モニターすることができない。そこで、
ICレコーダーを使用して自分のパフォー
マンスを録音する群と、ペアを組んで、
片方のペアがモニターする群を設定した。
その結果、他人に聞かれることなく、自
分のペースで自らのシャドーイングの様
子を確認できる自己モニターの方が、特
に英語力が低い学習者に対して効果を発
揮することが分かった。毎回の学習者の
振り返りシートから、自己モニターをし
た学習者の方が、ペアモニターをした学
習者よりも音声面・文法面などにおいて、
細かい発見をしていた傾向があった。こ
れは、ペアモニターではペアの能力が高
くない場合、聞き落としてしまう可能性
もあること、一方、自己モニターでは録
音ファイルを戻って何度もきいたりする
機会があるためという事も考えられる。 
(2) 効果面に関しては、改めて、シャドーイ
ングは、音声知覚の向上に効果があると
いうことと、リスニング力向上は英語力
が低い群に顕著にみられることが大学一
年生を対象にした実験をもとに確認でき
た。さらに、評価面に関して、指導者側
の視点から見ると、シャドーイングの効
果は、音声知覚の向上の有無、リスニン
グ力の向上の有無により確認できること
を再確認した。一方、学習者視点からみ
ると、IC レコーダーを使って自らのシャ
ドーイングの様子を自己モニターするこ
とで、従来は不可能だったシャドーイン
グのできや向上に対する自己評価が可能
になることを確認した。 
（平成 26 年度） 
根本的なシャドーイングとリピーティング
の違いを確認し、指導のポイントとして生か
すため、補足的実験を行った。類似したよう
な二つの活動は、効果が異なり、シャドーイ
ングはリスニング寄りの活動で、リピーティ

ングはリーディング寄りということが確認
できた。 
 
（全体を通して） 
以上をもとに、シャドーイング指導ガイドラ
インを簡潔に示す。 
 

シャドーイング指導手順 
ステップ 手順 

1 ターゲット文を聞く 

2 
小さな声でシャドーイング

をする 

3 
教科書を見ながらシャドー
イングをする 

4 
教科書と訳と見ながら各自
チェックをする 

5 シャドーイングをする 

6 
教科書と訳を見ながら復習

をする  

7 
意味を考えながらシャドー
イングをする 

以下に、ステップごとの注意点を説明する。 
(1) ステップ 1 
ここでは、指示をしない場合、学習者は
ただ聞き流すため、ウォームアップを兼
ねてしっかりと聞くことを促す。 

(2) ステップ 2 
実際にシャドーイングを 1 度してみる。
ただ、ここでは大半の学習者が音声スピ
ードについていけないため、小声でもか
まわないことを伝え、出来なくても極端
に気にしたりしないことを伝える。この
段階の難解なタスクに必要以上のプレ
ッシャーをかけることは、学習者の動機
や自信の低下につながる。 

(3) ステップ 3 
シャドーイングは、本来はスクリプトを
見ながら行う事はしないが、何をシャド
ーしているか早い段階で確認してシャ
ドーイングを練習したい、確認しなけれ
ば不安だという学習者の声を受けて、見
ながらシャドーイングのタスクを設け
る。 

(4) ステップ 4 
いったん全体でのシャドーイングをス
トップし、個人学習にはいる。長い教材
であれば 3分、短い教材であれば 1分程
度、ターゲット題材の復習をする。教室
内には英語の得意な学習者も苦手な学
習者も混在するため、ここで個人の学
習・復習時間を確保することで、個人差
にも対応することが出来る。 

(5) ステップ 5 
再び全体でのシャドーイングに戻る。こ
こでは 2回行い、小声でなく普通の声の
大きさで行う事を説明する。また、3 回
目は、IC レコーダーやスマートフォンに
搭載されている録音機能を用いて、自分
のシャドーイングのパフォーマンスを



録音する事が理想的である。 
(6) ステップ 6 
その録音した自分のパフォーマンスを
スクリプトを使用して確認する。ゆっく
り目に時間を設定し、丁寧に確認出来る
ようにする。このステップも個人差に対
応できるように時間に余裕を持ってと
るのが望ましい。 

(7) ステップ 7 
この段階になれば、意味もほぼ頭の中に
入り、意味を考えながらシャドーイング
を行うという高度なタスクにチャレン
ジすることも可能である。時間に余裕が
あれば、再度ここでのシャドーイングパ
フォーマンスを録音し、確認することも
好ましい。 

その他の注意を下記に列挙する。 
(1) 学習者の心理に配慮し、シャドーイング
は完璧に出来ることよりも、その過程で
音声知覚が研ぎ澄まされるというプロ
セス重視であることを繰り返し学習者
に説明し、納得させた上で取り組ませる
ことが重要である。ただの「作業」にな
ってしまっては、効果が薄まるだけでな
く、心理負担になり、逆効果である。 

(2) 基本的には、内容理解を終えてから復習
の活動として行う方がよい。内容を学習
する前にシャドーイングをしてしまう
と、負荷がかかりすぎて、特に動機の低
い学習者はさらに動機が減退する可能
性もある。 

(3) 繰り返しになるが、「作業」にならない
よう、学習者が自己の向上を認識出来る
ように、教師が心がけて行くことが必要
である。 

(4) 多くの練習方法のように、英語の得意な
学習者がさらに得意になるような方法
と異なり、シャドーイングは、英語力が
低い学習者ほど急激な効果が見られる
という学術的データを、授業の最初に示
す事は、本研究で見られた「初期動機の
重要性」の観点からも望ましい。 
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